
∪.D.C.d81.327.1/.2.022.004.1

端末アプリケーションの動向
Trendsin Computer Applicati¢n SYStem With Terminals

オンライン システムは,コンピュータ構成が大形化,複雑化の傾向にあり,

方,インテリジュント端末の台頭により,これまでの集中処理形に対してRJE端

末を含めて分散処理形システムが可能になった｡日〕土製作所では,これまで列車･

航空機座席予約システム,銀行為替･預金システム,市況情報問合せシステムなど

比較的広ゴ或オンライン システムから,病院医事システム,生産販売システムなど

事業所内オンライン システムを率先開発し,多数の実績を誇るに七っている｡

特に,金融機関での専用端末及び販売管理でのデ”タ エントリー システムなど

に著しいものがみられ,今後分散ネットワ"ク化,仏送制御の標準化及び漢字処理

の効率化を含む新しし､端末アプリケ【ションの参入が期待される｡

lI 緒 言

これまでのオンライン用の端末装置は,ハrドゥェア的に

みると,大きくビデオ系とタイプライタ系になるが,機能的

にみると(1)非特定業稽で広い用途を持つ汎川端末装置と

(2)列車･航空機の座席予約用,何食業≡搭の銀行窓口用及び

病院窓口用など,カストマー オリエンテッドな専用形端末

装置及び(3)キ【ボード プリンタ(ディスプレイ)に各種の入

出力メモリを備えRemoteJob Entry(以下,RJEと略す)

処理などが吋能な校合5端末装置から成っている｡

今後の発展形態として,オフィス コンピュータのようにス

タンド アロン形で処章里機能を持つものが,オンライン端末と

Lて中央のデータ ベースを共用するような動きがある｡これ
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らの各端末装置には,独立したデータ処】翌やエディット チェ

ック機能などを持つインテリジュント化が行なわれ,これま

で独立して考えられてきた,センタ,通信制御及び端末制御

の各機能は各サブシステムの機能分担を効率的に行なわれる

ものと考えられる｡以下,今後のオンライン化の動向と利用

ニーズ及びその技術的機能,特長などについて述べる｡

囚 オンライン化と利用ニーズの動向

2.1今後のオンライン化の動向

我が何の情報化は量的に丙ドイツを抜いてアメリカに次い

で世界第2位のコンビュ¶タ保有射であり,また質的にも高

表l 情報イヒの予測 汎用コンピュータの年平均伸び率12%に対L,オンライン用端末は23%でオンライ

ン化が急速に進むものとみられる｡

項 目 昭 和 49 年 度 末 昭 和 60 年 度 末 倍 率
年 平 均

伸び率(%)
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(Z)オンライン用端末装置

(a)設置金額(億円)

(b)汎用コンピュータに対する比率(%)

2.情報処王望技術者需要(千人)

3.情報システム(7分野)

(り設置金額(億円)

(2)汎用コンピュータ全体に占める割合(%)
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は昭和48年度末の金額を示す｡ 4.政府などは政府,政府関係機関.学校,病院などである｡

I♯は昭和49年度末の推定値を示す｡ 5.〔〕内は構成比である｡

第一次産業には農協などを含む｡
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表2 オンライン用端末装置の設置予測 金融楼閣が,金額ベース

で他の業種に先んじて全市場の約60%を占めている｡

業 種
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度なソフトウェアを馬即申して多彩なアプリケーション システ

ムが稼動している｡通商産業省構造審議会の報告によると,

表11)にホすように昭和60年度での情報産業の計遺子測を行

ない,汎用コンピュータの設置金額は年平均伸び率12%にヌ寸

し,オンライン用端末のそれは23%と大きく上昇し,今後急

速にオンライン化が進むものとみられている｡すなわち,汎

用コンピュータについては,昭和49年度末の設置台数が3フナ

台(このうち,データ過イ言システムに使用されているコンピ

ュータ台数は約1,500台で,オンライン化率は5%であり今

後この比率はますますイ足逃される)に対して,昭和60年度末

には3.5倍に相当する10万7,000台に達し,またオンライン

用端末装置につし､ては,昭和Jは年度末の設置念書貞が1,838億

円に対して昭和60年度末には12.2倍に柑当する22,362億円に

達するものとみられている｡

また,日本情報開発協会のオンライン需要調査2)では,オン

ライン化の業務の割合は,現状で販売(19,7%),在確(17.5

%),メッセージ通信(12.7%),金融(10.8%),生産(10.2%)

の順であり,これは3年以内に自社及び他社間とのオンライ

ン化予定の通用業務の割fナについても,販売,在嘩,生鹿業

務が圧倒的に多い｡更に,公衆回線の開放に伴い,オンライ

ン化が急速に促進されるものとみられる｡

業種別にオンライン川端末装置の設置についてみると,衰
21)に示すように銀行,保険業界を中核とする余融機関が金綿

ベースで全市場の約60%を占めている｡特に令融,輸送,サ

ービス分野のオンライン化では､銀行,損害保険会社の総でナ

オンライン及び予約システムなどが他の業種に先んじて行な

われ,そのため各種の端末機器の需要が急速に伸びている｡

また,半導体技術の進展に伴い,各端末装置にLSI(大規模

集積回路)及びマイクロ プロセソサが組み込まれ,小形軽量

化,操作性･信根性の向上及びインテリジェント化が指向さ

れている｡更に,業務の性格上,システム規模は中央集中処

理,大形複雑化に対して負荷バランスを軽減したRJE端末

を含む分散処理及びコンピュータ ネットワーク化が可能にな

り,新しいアプリケーションの参入が其耶寺される｡

したがって,これらのオンライン化を可能にするコンビュ

26

-タ桔術として,一般に次の二つの技術サポートが重要にな

ると思われる｡

(1)マス デ【タ フ7イル装置の大容量化

(2)フ7イル及び処理上の機能分散化

(3)マン マシンによる端末操作性の効率化

まず第一に情報処手堅の対象が単一データ ベ〉-スから福子ナ

チータ ベースによるオンライン処理が必要になり,似想記憶

装置に寸妾続してディスク パックなど外部記憶装置の高速･高

記錨塩り窒化が行なわれ,マス データベース システムも可能

にすることになる｡

第二に,一方これまでの機能集中形システムでは中央処理

装置(以下,CPUと略す)に回線及び装置がすべて制御さ

れており,CPUが故障するとすべてのシステムが停止する

ため,_二重系などのサービス バックアップを必要とする｡

二のように従来システムでは,小央のCPUに機能が集中し

てそのf与荷辛が高く,実際には新たなアプリケMションの

拡大は幸宏推かつ【勾難になってきている｡これらに対処して

CPUc7)メモリなどのグレードアップを行なってきたが,新

しく端末側にインテリジェンスをもたせることにより,レス

ポンス タイムを上昇させること､中央へのトラヒック量を

軽減させること,及び簡単なデータ処理を実行させる指向が

ある｡

第二に端末オペレータはシステム全体がブラック ボック

スであってもがイデンス機能などを利用して短時間で会話的

に必要な情報を加工し処理することができる｡この場でナ,端

末による操作を容易にさせるソフトウェアのサポート能力と

漢7二処理を含めてキーポ”ド プリンタに代わる端末装置の

開発とそのコスト パーフォーマンスの向上が図られるものと

思われる｡

2.2端末アプリケtションの利用ニーズ

これまで国鉄,銀行,産業間連など比較的端末サイドでの

処理ニーズの高い,また定形型の業務で機械化しやすいとこ

ろから端末アプリケーションが導入されてきたが,一般のデ

ーータ処坤など走巧!壬業務から計画･情報ノ検索などの非定形型業

務にオペレーションが移るに及んで,情報システムに対するユ

ーザ【 ニーズはますます多機能かつ多様化してきている｡す

なわち,昭和35年に手篭が【司で最初のオンライ ンシステムと し

て｢匝ほ失特価予約システム+が稼動を開始して以来,銀行,保

険,電力,運輸,生産,サービスなどの各業種で操作性,適

応件,船舶性などシステム機能面で高パ【フォ耶マンスの端

末装置が要求されている｡

特に最j珪,

ク及びホス

持つインテ

分野で著し

ディ スプレイの画面制御,編集,入出力チェソ

ト コンピュータとの通信制御機能やRJE機能を

リンェント端末が.これまでの専用･汎用端末の

く増人している｡以下,この専用端末と汎用端末

の主な機能の概要について述べる｡

(1)業務専用端末の機能

銀行,座席予約,POS(Point of Sales),会計事務,病

院窓【J,市子見場報問合せ,販売･生産管章里用オーダ エントリ

ーなど,アプリケ∬ションごとに専用の業務直結形の専用端

末で,チーターム送制御,インテリジェント機能(オペレータ

ガイダンス,編集,印刷制御,演算,データ チェック,マス

タ ファイルからの検索など),多項目入力方式(スライドの

ぺ-1ジ交授方式,数千項目のデータ入力機能など)の才采用な

どが注Rされる｡

(2)汎用端末の機能

生産.上程,販売在庫,問合せ応答,リモート バッチ処理な



ど各種業務に適J芯できる端末で,これらはトークン カーード

ジャーナル プリンタ機能を持ち,タブレットプ(i菜寸:キ【ポ【

ド(ペン タッチ入力の採用),画面編集,ハーード コピー(ド

ット プリンタに出力表示)機能が要求されている｡

また,これらの各端末装置にプログラマブルな端末制御装

置を付加採用することにより,業務の拡軋㍉ 変吏が‾吋能とな

りまたCRT(Cathode Ray Tube)ディス7｢レイによってオ

ペレータが人山力確認を容易にするなど,システムの柔軟件

及び操作性の増大が図られる｡

三拝に専用端末装置の多彩な出現は,端末アプリケーーション

の最近のニーズを特長づけたもので,窓口及び現命日動預金

支払い装置などで代表される銀行端末に対する1需要に顕著な

ものがみられる｡

今後,これらを契機とLて各端末装置は過用業務,端末設

置場所,データ特性などによって,最も経済的に操作件の良

いシステム仕様が要求されるものとみられる｡

ニれらのニーズに対処した技術的機能を特長とLて,マン

マシン性,端末の機能分才旦及びネ･ソトワーク化について次に

述べる｡

田 機能分散化とネットワーク システム

3.1 端末におけるマン マシン性

端末システムではもちろん,様作件の良さ,

に訴えるなどのマン マシン件が重要である(,

人間の直観什

=托が同では怖

報処甥しを行なううえで,｢漢字+とし､う欧米とは異なる人きな

ハンディキャップがある｡すなわち,欺米ではタイプライタ

表3 専用端末,汎用端末の操作性 マンマシン操作性の問題を使

用ハードウェア,操作性,特質などを,専用端末,汎用端末に関Lて分類した｡

種別 ミニトドウェア1操作性特 質

ト

専用端末!専用ボタンl

ワン タッチ
狭い業務範囲には便

利

汎 用 端 末
C R T及びキ

ーボード

若干複雑記号

入力など

汎用ハードウェア,

ソフトウエアでどの

ような機能も可能

一 弟済

‾欄肝I
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キーボードとキャラクタ ディスプレイさえあれば何ら不自由

を感じない｡これらの端末では,我が国ではローマ字イむ用の

ような違和感があり,また漢字を叶能とすれば‾最近のメモリ

技術はこれを利用する漢字発生技術の進歩から,漢字ディス

プレイも実什=とされつつあるが,コスト的にも問題は大きい｡

推作件の如からは,専川端未収び汎用端末ではそれぞれ表3

に示すような特質がある｡

専用端末の日立聾望作所の代表例は肘鉄座席予約システム

(MARS)のA,B形端末であり,昭和39年から稼動し列車

名､駅名の満了棒による操作竹三の｢‾占J上を図っている｡,特にC

形端末はセンタ用としてわずかではあるがページ式を用いて

いる｡昭和48年に,これらはN形端末に代わり,図1に示す

ように,列車,乗降駅はページ式を全面的に採J‾口し,拡張件

を才､1三たせている｡

オンライン端末としては,我が国は多項目入力装置が今後

ますます_重要な地位を占めるものと考えられる｡多項目人力

装置とは,前記N形端末のようなペmン式,若しくは図2の

選択ボタンにより,キーの位置が変わり,

できるものである｡図2にホすものは,

EH-10鞘であり,100キー,7ペ【ン,

す旨走でき,他に10キー,ファンクション

ワン タッチで入力

会計事務専用端末

すなわち700】頁日を

キーー,固定項目キ【

を持っている｡また,後述の医療端末でも,キー セットとL

てl‾i耶屯の機能を持ってし､る｡

3.2 端末システムにおける弓幾能分担

次に機能分才Itについて述べると,-･般に機能分担にも神々

な形があり,中央計算機の能力を地J或的に分散するフ｢フィル

分散,また中央計算機の処理能力を高めるため複数自のプロ

セッサを構成するプロセッサ分散などもあるが,ここでは端

末側の処理能力を高めるインチりジュント分散に主眼を置く

ものとする｡インチりジュント分散は,いわゆるインテリジ

ュント端末と言われるように端末側に処理能力,ファイル能

力を置くものであるが,端末放び利用の形態の変化に伴い

このような傾向は古くからある｡すなわち,初期のタイプラ

イタ端末は,人出力速度も遅く,計算機のチャネルで直接制

御し,また多重集配信を行ない,端末からの1字単位の入出

力が直一枝計算機に対してなされた｡端末としてCRTが利用

されるに従し､,CRT担i面出力のため,かなりの長さのメソ

け
∵
J材
J
一
J
､

j〉㌔㌔バ”J

ン付オ?

鴨

勺
･
以
～
少
, ∵う

図l 日本国有鉄道｢みどりの窓口+用の列車座席予約用端末 図2 日立多項目入力装置 コードレスで多項目を扱うため,レバー操

｢みどりの窓口+に約㌧700台の発券用端末が接続されている｡ 作でページを選択する｡
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FEP

3台

(
常用1台

1台はRCバックアップ

1台はFEPバックアップ )

RC

RC

RC

RC

転
∫

注‥FEP=Front End RCニRemote

P｢ocesso｢ Concentrator:4台

600台

端末:約2,000台

図3 インテリジェント分散システム 中央側の負荷軽減に,端末制

御装置によるバックアップが行なわれる｡

セMジを高速出力することが必要となり,端末側にも坤i面単

位のメモリ機能が備わり,入力も1行ぐらいのメッセージと

なr),伝送も校数端末に対し,時分割的に高速仁ミ送を行なう

方向に変わってきている｡端末に更にマイクロ コンピュータ

が導入されるに及び,計算機が出力メッセージすべてを作成

伝送するのではなく,定形的な印字フォーマット機能などは

端末ファイルに持ち,必要な正味デ【タだけ計算機から仁王送

され,端末側で合成したり,また入力エラー チェック,入

力手順のガイダンスなども端末側でサボ【卜するような佃

｢如こある｡このような例では,本文でも述べる銀行端末シえ

テムなどがあるが,アメリカのあるレンタカーシステムでは,

非常に早い時期にマイクロ コンピュータ内蔵の端末をj尊入し

た｡例えば,レンタカー10万台のトラッキング,料余計算と

契約書の作成,また過去の顧客であれば,人名により住所,

電話番号が画■面に出力して顧客を確認して契約を進める｡マ

イクロ コンピュータは1K語のメモリを持ち,これらの業務

を中央計算機と機能:分担を行ない,従来はこれらの端末制御

に中央CPUはかなりの負荷をとられたが,本システムでは

端末制御のCPU負荷をわずか20%ぐらいにしている｡FED

(Front End Processor)及びRC(Remote Concentrator)

は図3に示すように,モジュラー コンビュⅦタ ンステムを

使用し,中央側のFEP3台のうち,1台はRC故障時のバ

ックアップ,他の1台はFEP故障時のバックアップとして

いる｡銀行端末では,4.3に述べるように,複雑な銀行業務

の処玉里,ガイダンスにマイクロ コンピュータ,ミニ コンピ

ュータを用いている｡

インチりジュント端末も,上記の例はオンラインシステム

としてトータル システムのロー】の一貫として機能分担が行な

われる｡一方,端末自体が独立に業務を行なうものもあり,

これが上位システムと通信回線で結ばれ,トータル システム

を形成するものもある｡このように独立に業務処理を可能と

するものでは,オフィス コンピュータHITAC85,医療事務

会計端末HIMECなどがある｡

3.3 ネットワーク技術のインパクト

コンピュータ ネットワーク,あるいは,コンビュⅥタ/端

末ネットワークは,その目的,ねらいを,｢リソース(資源)

の共用+,｢分散システムの実現+に置し､ている｡分散システ

ム化の傾向は,前項で述べたように端末装置のインテリジュ
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ント化を促進する｡またネットワuクFi勺見地からみると,分

散のJ空介も柁々あり,業務宮前形の完全分散と,装置の作り

やすさ,経済什,逆首管理の低利さからの才如土分散がある｡

この拠∴■J二分散は逆にみれば拠点集中でもあり,1台の制御機

で多数のデバイスを制御するなどのいわゆる端末機のクラス

タ化が可能となり,インテリジュンシイも与えやすい｡また

｢処理の分散,フ｢,イルの集中+といった集中,分散の山利ノ.モプニ

を迫ったものもネットワーク的思考が暴き響を与えたものと考

えられる｡

3.3.1 インタフェースとプロトコル

リソースの共用で端末に特に強い影響を持つものは,マル

チホスト(複数親計算機)と【可線及び回線網の共用であろう｡

これらは共に端末装置に対して,インタフェース(接続条件)

とプロトコル(交信規約)の明確性と標準化を要求してくる｡

ネットr7-一ク側では加盟する計算機及び端末機が,あまリ

ネットワークを意識Lなくてもよいようにネットワーーク側で,

その構成や機能及び性能の割付けは行なってくれるが,少な

く とも端末機は､インタフェース,プロトコルが明確なもの

であり,加盟するためのインタ7ェーーース条作を満たしている

ことが必要である｡IBM祉が昭和49年に打ち上土1したSNA

(Systems Network Architecture)以米メーカー各朴とも,

各々のネ･ソトワーク ア【キテクチャを発表し,また保有して

いる(つ このようなネットワーーーク アーーキテクチャの克之人グ)ねら

いの-一一つは,｢+的に応じて次々と開発される苅誌末機の対ネッ

トワーク,あるし､はヌ寸応i汁算機とのインタフェースとプロト

コルを標準化かつ統一一一化することにある｡そして, 一般的に

インタフェースやプロトコルは,種々の端末椎類,サポート

ソフトー+′_Lアイ本系,業務;基用_卜の多くの粂作を広く考一版L

て,これに対処する必要があるので,その仝ぼうはかなり権

雉で,また膨大になる｡L7こがって,このシステム全休をフ

ルセットとすると,そのフルセットが用途,目的などにより蝶

理,分て判され,端末の機柚にJ芯じて必要な部分だけを耽り込

むサブセット化が行なわれ,二のサブセ･ソト化の良L悪しが,

端末の機能,綬満作などに大きな影響を持ってくる｡端的な

例を挙げれば､出際標準化されたHDLC(High Data Link

Control)プJ二式はデータリンク レベルのプロトコルの-一つで

通信サフネット
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端末インタフェース
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端末装置
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注:TIP=Term】nalInterfaceMessage Processor

図4 プロトコル,インタフェースのモデル例 TIPにより端末装

置のインタフェースは,通信サブネットインタフェースに変換され,更にホス

トーホスト プロトコルに変換されて端末とホストの交信が可能となる｡



あるが,これとても,使用端末の仝_二重,半二重の回線佐川

法などによって,変わってくる｡

ネットワークでは,このようなインタフェ【スやプロトコ

ルを,わずか指定されただけで,加盟できぬことも生ずる

ほど大事ではあるが,これでは既存の端末のネットワーク

加盟を否定するに等しいので,現在の過i度期にはミニ コン

ピュータやマイクロ コンピュータなどによるTIP(Terminal

Interface Mess叩e Processor)によるインタフェMス変換

などを行なって,見j卦け上,統一的インタフェースを維持さ

せる方式も現在よ く使われている(図4にその例を示す)｡

TIP方式は今後とも異なるアーキテクチアの=接続を行なう場

合には用いられると思われるが,本質的にはやはり計算機や

端末などが共通アーキテクチャの中で標準化されるべきであ

り,このほうが究極的には経済性も得られるものと思われる｡

3.3.2 DDX網の影響

次に我が国で非常に重要なものとして近く実現するとされ

ている日本電信電話公社の新デ山夕網(Dendenkosha Digital

Data Excムange以下,DDXと略す)に対するインタフェー

スがあろう｡高速で,自動接続に適してお-),かつ従量料金
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図5 医療システムの体系図 病院医療システムの各サブシステムを

総合Lたオンライン化が進みつつある｡
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体系の通信線,又は通信ネットワmクとして非常に重要で,

特に高速で短時間使用のアプリケーション,例えば,TSS,

インクワイアリ,またPO S,i充通端末などのバッチ的に頬

時間に大量デ”タ送′受などを伴うものには非常に好適と考え

られる｡そLて,このDDXが実用化された暁には,DDX

でネットワーク化される計算機側もDDXインタフェースが

主体となっていると考えられるので,DDXをベースに考慮

しておくことは,このようなケースにも適合性が良いと言え

るであろう｡

口 端末アプリケーション システムの実例

次に代表的な四つのシステムについて具体的な端末システ

ムの適用例を述べる｡

4.1医療システムへの適用例

医療システムは図5に示すように幾つかの分野に分けるこ

とができるが,LJ本病院会コンピュータ委員会の調香によっ

ても,柄院でのコンピュータ導入目的としては医療事務の効

率化-1呆険請求業務,窓口会計などが最も多く,次し､で検

査,監視などの自動化,患者サービスの向上,医療データの

有効利川が挙げられている｡

日子二製作所は病院医〕寮のオンライン システムについて幾つ

か手がけてきたが,従来主として対象であった医療事務関係

だけでなく病歴情報を検索し,医師が医療行為の指示入力を

行なうことまで含めて,システムの規模が拡大する傾向にあ

る｡この場合,端末機を操作するのは専門のオペレータでな

く医師,看護婦などの医療従事者であることから,簡単な操

作,見やすい大きな文字,目的データの即時入力が要請され

る｡また医療事務に使用する端末とできるだけ共通化が望ま

しいので,端末制御装置を共用し,ビデオ ディスプレイ,

キ”セット(多項目入力装置),騒音の少ないインク ジェッ

ト式プリンタ,キーボードを組み{ナわせた図6に示すような

端末を開発し,病院向けに製作中である｡

この装置には,患者及び医師双方のID(Idemtification)カ

ードを読み取るトークンリ"ダも備え,プライバシーのイ米護

と医療行為の責任にも力‾全を期している｡

4.2 販売管理システムへの適用例

製造業でも,また卸売業でも受注事務,発送事務の効率化

及び物流コストのイ氏i成が叫ばれてから久しい｡更に,顧客か
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図6 病院用端末T-590/ほシステム 医師用.看護婦執 事務職員

用及び検査技師用と,それぞれ目的に応じて組合せが可能である｡
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区17 ビデオ ディスプレイによる入力方式の改善

する作業をなくす方向にある｡
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HITAC85でどリングを行ないながら,公衆通信回線を利用Lて中央側へ要約

Lたデータを送る｡
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らの在庫照会や発注,納品に対し速やかに応ずることは,販

売促進に資するところが大きい｡

従来の受注業務のコンピュータヘの入力方法は,オンライ

ン システムの場合であっても図7に示すように,安達担当者

が電話で受注メモに記入したものを,パンチャーがオフライ

ンで紙テープに変換して(この場合,商品名,取引先名にエッ
ジ カードを使用する場合もある)端末装置から入力するのが

普通であった｡

この際,問題となるのは紙テープの取扱いが繁雑であるこ

と,熟練したパンチャ∬を′削二確保しておかねばならぬこと,

及び中央側のコンビュ”タにデータを送った後エラーが生ず

ると端末側に送り返し,データの再入力又は訂正を行なわね

ばならぬことである｡これに対処する方法として,現在次の

二つグ)方法が一般化しつつある｡

(1)ビデオ ディスプレイによる入力システム

(2)オフィス コンピュータ又はデータ エントリー システム

(DES)による入力システム

これらは取引形態や中央コンピュータの負荷によって選択

の相違が出てくる｡(1)の方法は受注オペレータ(従来の受注

本社

データ コンバータ

在庫記嘉曇

図9 H-1了40によるポイント ツー ポイント システムの例(某製造業) H-=47データ コンバ

ータはオンラインの場合,自動ダイヤル機構があり,電話番号を登録することにより,オペレータを介せず自動

的に送受信できる｡
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担当者又は女子事務員)が電話で注文を聞きながらH-9415デ

ィスプレイの画面を操作し,中央側のコンピュータと会話的

にやりとりして受注内容を入力するものである｡この際,画

面の設計方法やソフトウェアによって入力時間に大幅な差が

出てくる｡この方式では中央のコンピュータや通信回線の負

荷は増大するが,非専門オペレータが端末を操作して受注内

容を即座に入力できるメリットがある｡また,顧客からの各

種照会にも適用できる｡

(2)については,接続する端末の種類によって,どこまで端

末側の機能を持たせるかが異なってくる｡オフィス コンピュ

ータ(HITAC 85)の場合は,端末側がプログラマブルである

ことから簡単なファイルを持ち,伝票発行から現場サイドで

の管理資料の作成とともに,要約したデータを中央側に送付

できる｡ミニ コンピュ【タを接続する場合も同様である｡

H-1740DESによるデータ入力の場合は,HITAC 85又はミ

ニ

コンピュータに比べ入力を現場でファイル内答と突き合わ

せ,完全なクリ【ン データ(誤r)のない入力情報)として中央

側に送る点で一歩譲るが,各入力項目のけた数チェックやチ

ェック ディジット チェックなどはあらかじめ設定でき,更

に,送受信する際そのデータのブロッキング(多くのデータを

集めて一つのデータにすること)や-一部送受信ができ,効率

的な運用が図れる｡図8,9にその例を示す｡

ヰ.3 銀行システムへの適用例

我が寅の銀行オンライン システムは昭和40年に始まり,

以後,業務の性格上リアル タイム処理のニーズが強く,業

務量の増大とともに目覚ましい発展を遂げた｡当初は預金,

為替,貸付など,各科目ごとに量的l吸収を図ったシステムが

開発され,端末も預金専用,為替専用などに分離して設置さ

れてきた｡
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図10 日立製作所工場におけるDSS構成概念区l

プルで結び,データ収集やファイルへの聞合せが行なわれる｡
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しかし,地域的に小規模の営業店までオンラインを拡大し,

取引形態も小口化するにつれて,事務処理コストの低減と競

合上からも顧客サービスの向上が迫られるに至った｡これに

対応して,業務処理方式としても為替システムと預金システ

ムの結合一センタ コンピュータ内での自動処理-などが行な

われてきたが,端末側への要望として特に次の2点が挙げら

れる｡

(1)取引の自動化,あるいは端末処理能力の向上

(2)業務の拡張性,柔軟性への対応

(1)については,顧客を窓口で待たせないということ,すな

わち高い処理能力を持ち,かつ信頼性も十分な端末を備える

ということが必須条件である｡この【一つの方向としては現金

自動支払機などがあるが,汎用の窓口装置についてもオペレ

ータに誤操作の少ないようにガイダンス機能を備え,高速の

印字機構を持つことが必要である｡

(2)の拡張性,柔軟性への対応とは,顧客サービスの面から

も事務効率の向上の面からも常にシステムの見直しが行なわ

れるのが通常であり,銀行業務としては汎用端末装置ではあ

るが,その時一1‡で専用化して使用したいという要請がある｡

T-580/20バンキング ターミナル システムは,このような

要請によって開発されたインチりジュント端末であり,ユー

ザーが自由に,かつ容易に業務に合わせてシステムを設定で

き,同時に中央側コンビュ【タの負荷も軽減できる｡

更にT-5828型モジュール形端末装置では,業務内容や営

業店の規模に応じて各種の組合せが可能となっており,例え

ば為替のデータ量の少ない店舗でも,預金端末に連続帳票を

セットできるモジュールを付加して為替端末のバックアップ

ができるように融通性に富んだ構成が組める｡
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なお実際の端末数は図より多い｡
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4.4 生産管理システムへの適用例

生産管理の分野については,特に最近発表されたT-5475

型データ ステーションは,生産管王里用としてデⅥタ収集機能

だけでなく,問合せ機能,帳票発行機能なども備え,オペレ

ータ ガイダンスが表示される‡染作性にも優れた端末である｡

ここではミニ コンピュータHITAClOII(又はHITAC 20)

を用いたデータ ストリーム システム(以下,DSSと略す)

の日立製作所工場での例を挙げるが,プロセス コンビュMタ

の適用を含めて,どのようなシステムを構築するかはユーザ

ーの要請と状i兄によってかなり異なってくる｡

同工場では中央システムにHITAC 8500がバッチシステム

として稼動していたが,オンライン化を図るに当たって開発

時及び稼動時に中央側コンピュータの負荷を増さず,かつデ

【タ収集と情報検索が主体であることから,DSSの導入を

行なった｡昭和51年2月より第‥期の資材システムが稼動

し,52年4月より現場の工程管理システムの稼動を予定して

いる｡図10にそのシステム構成の概要を示す｡

DS Sは同図でも明らかなように安価な4線式ケーブル1

本に最大128台までの端末一装置が接続でき,最大2kmまで伸

ばせるため,広い構内に端末を分散設置する場合,最も威力

を発揮する｡また,50,000BPSの高速仁ミ送により応答時間

が速いことと,端末の接続,切り離しが容易であるため拡鮎

性に富んでいる｡

同工場では端末としてマークシ【ト リーダとディスプレイ

を用し､ているが,あらかじめHITAC 8500のライン プリンタ

からキー項目がプリマ【クされて発行された,マーク シⅦ卜

伝票が資材の納入時や現場の作業票の回収時などにマークで

追加記人されて入力される｡ディスプレイはHITAClOIIの

･
､
′
/
卜

L

文論

持つディスク フ1フィル,又は必要に応じてHITAC 8500で持

つ大容量のデータ

(Data Exchange

うになってjjり,

の把握が即時に,

ファイルに対して,HITAClOII,DXC

Control)を介して直接間fナせを行なうよ

これにより納入品の管理や二L程の進捗二状況

また詳細に行なえることとなった｡

臣l 結 言

以__l二,最近の端末アプリケMション システムの動｢占=二つい

て,フ1Iイル及び処理上,機能分散化が指Irりされること,ま

た端末サイドではマン マシン′性からみてより使いやすさが

要求され,従来の企業内オンライン システムから公一衆回線

網を利用した遠隔地間,若しくは企業間にまたがる広域オン

ライン ネットワーク システムが急速に促進されるものとみ

られる｡

特に,ホスト コンピュータの大形,複雑化に対L,LSI

及びマイクロ コンピュータのインパクトにより端末サイドの

インテリジェント化が行なわれ,負荷バランスを配慮した専

用オンラインによる新しいアプリケⅦションの指向が期待さ

れる｡また,今後従来以.Lにシステム運用上の経i清作が追求

され,これに加えてシステムの生産竹三,操作惟及び安全怖が

要求されるものと思われる｡

終わりに,資料提供などに御協力をいただいた関係各位に

対L,深謝の意を表わす次第である｡
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手書き文字認識用辞書の自動作成

日立製作所 門田彰三･安田道夫･他2名

情報処理学会誌17-7,603(昭51-7)

手書き文字認識用辞苫の自動作成の方法

を検討し,手書き英数字の認識に適用した｡

手書き文字を認識する方法は,現在までに

多数が発表されているが,その一つにオー

トマトンによる認識方式がある｡すなわち,

日立製作所の手書きOCRや東京芝浦電気

株式会社の郵便区分機などに使用されてい

る方式である｡このプブ式は未知パターンを

一次元的なコード列に表現し,これをオー

トマトンに入力し,オートマトンのアクセ

7qト/リジェクトにより未知パタ【ンを

するものである｡ニのオートマトンは,そ

の形態から｢辞書+と呼ばれている｡現在,

認識用の｢辞書+は人手によって作られて

いるが,この作業は膨大な時間と作業量を

要するので自動化することを試みた｡

｢辞書+を自動的に作る方法として,与え

られた学習用サンプルからまず比較的簡単

な規則で予備的な｢辞書+を作り,これを

再構成してコンパクトな｢辞吉+を作る方

法を採用した｡この方法は,オートマトン

の簡略化と同じ手法を使用できるメリット
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かあるが,簡略化には非瑞‾に多くの手順を

必要とする欠点がある｡すなわち,任意の

∴つの内部状態を取り出し,統合できるか

どうかを-･つずつ調べなければならない｡

この手順は内部状態数の2釆のオーダーで

増加L,内乱状態の多い｢辞吉+を作るには

膨大な処羊即寺間を要する｡

一方,自動作成された｢辞苫+は,学習

用に俺用したサンプルについては_j[し〈認

識するが,学習梢に含まれていなかったサ

ンプルについては必ずしも正しく

るとは限らない｡誤認識は‾文字認識におい

て許きれないので,できるだけ誤認識Lな

いような｢辞書+を作らなければならない｡

以上の問題点を解決するため,

な手法を取り入れた｡

(1)簡略化手法の高速化

(2)｢辞書+の自動帽正

(3)｢辞書+の細分化

｢辞書+を簡略化するには,

うに任意の二つの状態につし

次のよう

先に述べたよ

て,統介可能

か否かを調べなければならないが,多少の

考察を加えることによりその手順を大幅に

減らすことが可能である｡ある内部状態閃

の統合が可能か否かはその後につながる内

部状態に依存する｡したがって､後のほう

から順に統合を進めていけば前のほうの状

態について統合可能性を調べる必要はか､｡

この手法の採用により,処理時間を一けた

向上することが可能になった｡

更に処理を高速化するには,内部状態数

を減らせばよい｡学習用サンプルを減らせ

ば内部状態は減少するが,そうすれば認識

率が低下するので,そのような手段を取る

ことは許されない｡しかし,｢辞書+をカテ

ゴリmごとに分割すること,各カテゴリー

ごとの｢辞書+に入力するコ【ドを制限する

ことにより内部状態を減少することが可台巨

になる｡二の方法の才采用は,一‾方ではまた言呉

を防ぐにも効果がある｡以_l二の手法の

採用により,高精度の｢辞書+を知日寺間の

うちに作成することが可能になった｡




